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　はじめに 
品質管理について、誤った指導が氾濫しています。ウエブサイト、書籍、セミナーなど、あらゆるメディアを通じて誤った指導が行われています。その誤った指導事例を集めて、どこが誤っているのかを皆様にご検討願うための  「問題集」 にしたいと思う。
ただ、書籍やセミナーの内容は容易に収集できないので、せめてウエブ上に紹介されている指導例を対象に、 「どこが間違っているか、理由は何か」 という観点から問題を作成して、皆様の思考力の糧にしたいと思う。
皆様からの反論を歓迎します。メール　→　https://form1ssl.fc2.com/form/?id=61d79aaf1113a983
 1　小集団活動　
問題1-1　次の指導例（品質管理速報→以下、作者と呼ぶ）につき、内容を吟味せよ。
	１ 小集団活動とは何か？
　顔を見合わせる集団である。
　小集団とは、少人数の集団（グループ）です。しかし、単に少人数のグループを作れば、企業組織の小集団グループはいつも良い効果を上げる事が出来る訳では有りません。従ってグループの作り方や活動の進め方を良く考え設定しないと成果は上がりません。大切な事は、グループの質を高める事が重要になります。
　つまり、企業組織運営の為、小集団活動の中身を充実させてメンバーが安心して仕事のできる組織環境をどのように実施するか、問題解決の考えるよりどころになる訳です。
　顔を見合わせると言う事は、企業組織の中では、文書や電話など色々なコミュニケーションの方法と違ってグループ活動の中で顔と顔を合わせる事でコミュニケ－ションする事が一番確かだからです。
　小集団活動の中では、感情の表現を含めた対話を重視し、意見や考え方を互いに尊重して、行動を確かめながら積極的なコミュニケーションを図る事ができます。
　目標を共有する為の小集団とは、メンバーが掲げた目標や課題について討議し、解決を図るための目標達成までの一定期間、活動を継続する集団で、これを小集団といいます。（以下、省略）



解答1-1 
	右の記述が誤りである。すなわち、
　(1)小集団活動は（方針管理と違って）特定の成果ではなく、できるだけ成果を出す活動であって、目標を設定しないのが正しい。ほとんど費用もかけず、技術レベルも高度ではないから、どこまで改善できるか不明であり目標を設定することができない。根拠もないのに設定すると、カンとハッタリになる。
　(2)  「目標達成までの一定期間、活動を継続する」 とあるが、達成できないと（一定期間でなく）永久に活動を継続することになり、理解不能である。
	






	一番下の下線の文章
目標を共有する為の小集団とは、メンバーが掲げた目標や課題について討議し、解決を図るための目標達成までの一定期間、活動を継続する集団で、これを小集団といいます。





問題1-2　次の指導例（品質管理速報→以下、作者と呼ぶ）につき、内容を検討せよ。 
	２ 小集団活動の進め方
1・問題点を発見する
改善すべき作業や環境問題はないか、みなで考えを出し合って、重要性と実現性のある項目を選びテーマとするかどうかを検討します。

	〔検討〕
 「重要性と実現性のある項目を選びテーマとするかどうかを検討します」 とあるが、それは結局、重要性と実現性のある問題を活動テーマに選び、その他の問題は放置する～ということである。つまり、次のようになる。
(1)  「重要事項とさたテーマ」 のみ扱う（通路に紙屑が落ちていても拾ってはならない）。
(2)  「実現性のある問題」 のみ扱う（成功すると分かっているテーマしか手を付けない）。
QCサークルの目的の一つは  「職場の管理＝日常管理」 である。日常管理は、ことの重軽・大小を問わず、できるだけ改善することが本来の姿である。


	2・テーマを選定
　グループ活動の善し悪しは、テーマの選び方がカギとなるので慎重に選定する事が重要です。

	［検討］（問題文でいう 「テーマ」 とは、活動テーマを指す）
活動テーマは、できるだけ多数に手掛けるのが望ましい。一つを選定して他を放置すると、次の障害が起きる。
　1.他のテーマに良い改善策を思いついても実施できない。
　2.選定したテーマが失敗したとき、発表会で  「失敗しました」 と言えないから、ウソ話を作るしかなくなる。
　3.メンバーによって得意分野が異なるとき、テーマが1個だと全員参加にならず、一部の人がやってしまう。
　4.多数のテーマを手掛けると、一部が失敗しても、他のテーマが成功する確率が高くなる。
　5.活動テーマが1個だと、発表テーマの在庫ができず、良い発表テーマを選べない。

	3・活動計画を作成する
完了までの日程と役割を決め、計画的に活動を進めます。これがしっかりしていないと、活動の進め方において狙い通りの効果を上げることができません。

	〔検討〕
成功すると分かっているテーマ（原因も対策も知っているテーマ）でない限り、原因や対策が見つかるものやら、いつまで掛かるやら、予知できない。従って、予言力でも持たない限り、最初から最後までの日程その他の計画が立つはずはない。もしカンで立てれば、ハッタリだし、計画通りに進んだと発表すればホラ話になる。

	4・現状を分析する
経験やカンに頼らずに、問題をデータで確かめます。意欲も大事ですが、それだけでは成功しません。何が問題かを正しく把握するのが現状分析です。

	〔検討〕
　1.目標や計画は経験とカンに頼って立てよと言いつつ、現状分析になると一変して  「経験やカンに頼らずに」 と言うのは矛盾である。
　2.  「何が問題かを正しく把握するのが現状分析です」 とあるが、意味不明である。何が問題かを正しく把握して問題を選定したのではなかったのか？

	5・重要な原因をつかむ
現状を把握した後、問題（トラブル）を明確にし、原因を解明します。表面的な事象を原因と決めつけずに、何故を繰り返しながら真の原因を捕らえるようにします。　　　　　　　　　▲

	〔検討〕
  「表面的な事象を原因と決めつけずに、何故を繰り返しながら真の原因を捕らえるようにします」 とあるので、  「なぜなぜ分析」 のことだと分かる。また、次の点を誤解している。見かけの原因↔真の原因
些細な原因↔重要な原因


　1.重要な原因＝真の原因、と誤解している。
重要か否かの問題と、真の原因か見かけの原因かは、相互に無関係である。
　2.  「なぜ」 をいくら繰り返しても、原因は見つからない。
　原因を追究する手順は、データ（手掛かり）の収集と分析（意味を読み解く）である。
参照→なぜなぜ分析（https://gloomy-ktqm-labo.ssl-lolipop.jp/method/nazenaze/）
　	
QCサークル活動で原因を見つける方法は2つある。
　(1) CAPDサイクル法
普段の仕事の中で  「これが一番怪しい」 と思っている疑わしき要因を1個挙げて、対策を講じてみる。効果が出ればそれが原因の一つであり、全く効果がなければ原因ではない。完全解決に至らなければ他にも原因があるから二番目に疑わしい要因を挙げ、対策を講じる。以下、同様にCAPDサイクルを繰り返す。
(2) 普段の仕事の中で  「怪しい」 と思っている疑わしき要因を全部挙げて、直交配列表でどの要因がどうであれば問題（不良等のトラブル）が再現するか、実験で確認する。


	　6・目標値を決める
　問題点と主要な原因をつかめば、次にどれだけ・どこまで改善するのか目標値を決めます。目標値は一方的に与えられるものでは無く、メンバーが自分たちで立てたものであるという設定の仕方をします。

	〔検討〕
仮に真の原因が見つかったとしても、講じる手段によって成果が決まるのであって、目標値をどう決めようが結果に影響しない。手段が複数あるなら、どの手段が、環境・安全性を満たし、成果・納期・コストの点で最善かを推定するだけである。


	　7・改善を実施する

	〔検討〕
　  「原因をつかんで、目標を立てて、それから対策を考案して実施する」 という手順は、多くの場合に妥当でない。
小集団活動は出費の少ない活動であり、失敗しても構わない（失敗したら別の手を打つ、別のテーマをやる）。従って、原因不明のままで様々な対策を打ってみて、その中に有効なものが出れば、そこに原因があったことが分かるというアプローチ（対策先行型、Try and Error）が最も有効であり、これがCAPDサイクルである。



問題1-3　次の指導例（品質管理速報→以下、作者と呼ぶ）につき、内容を検討せよ。 
	６ 目標の立て方
1・できるだけ具体的な問題を取り上げる
　生産性を高めるとか仕事の流れを効率化するなど、抽象的な表現は避けて、個別・具体的な形でグループ目標を取り上げ、目標やテーマを身近に感じさせます。

	〔検討〕
テーマは、特性値の形で表現される。例えば、平均不良率（％）、年間クレーム件数（件）、在庫金額（円）、残業時間（時間/月）等であるから、  「抽象的な表現」 をさけよ、は妥当である。ただし、小集団は目標を設定しないから、無意味な指導である。
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